
は
じ
め
に

周
知
の
と
お
り
、
慶
長
の
役
に
際
し
て
は
七
名
の
軍
目
付
が
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ

て
任
命
さ
れ
て
い
る
。

（
1
）

秀
吉
は
「
諸
事
か
う
ら
い
ニ
て
の
様
体
、
七
人
よ
り
御
注

進
申
上
儀
、
正
意
ニ
さ
せ
ら
る
へ
き
旨
、
被
仰
聞
候
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
軍

目
付
の
注
進
こ
そ
を
正
し
い
も
の
と
す
る
と
し
て
お
り
、
ま
た
起
請
文
も
提
出
さ

せ
た
う
え
で
「
諸
事
有
様
之
体
可
申
上
旨
」
を
命
じ
て
い
た
。

（
2
）

軍
目
付
に
は
朝
鮮

に
お
け
る
秀
吉
の
耳
目
と
し
て
の
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
軍
目
付
が
渡
海
諸
将
に
つ
け
ら
れ
る
体
制
は
「
慶
長
の
役
に
お
け
る
大
き
な
特

徴
」
と
さ
れ
て
お
り
、

（
3
）

戦
果
を
証
明
す
る
鼻
請
取
状
の
発
給
が
役
割
と
し
て
注
目

さ
れ
て
き
た
。

（
4
）

し
か
し
、
秀
吉
の
期
待
か
ら
す
る
と
重
視
す
べ
き
注
進
の
状
況
は

十
分
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

（
5
）

本
稿
で
は
、
か
か
る
研
究
状
況
を
ふ
ま
え
て
、

一
通
の
注
進
状
写
を
検
討
し
て
ゆ
く
。

そ
の
注
進
状
写
で
注
進
さ
れ
て
い
る
の
は
巨
済
島
海
戦
（
唐
島
の
戦
い
）
の
戦

果
で
あ
る
。
李
敏
雄
氏
は
こ
の
海
戦
に
つ
い
て
「
主
要
海
戦
中
、
最
大
規
模
の
海

戦
の
ひ
と
つ
」
で
あ
り
、「
日
本
水
軍
が
朝
鮮
水
軍
を
破
っ
た
唯
一
の
も
の
」
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
基
本
的
な
経
過
な
ど
事
実
の
当
否
も
把
握
さ
れ
て
い
な
い

状
況
と
い
え
る
」
と
指
摘
し
、
お
も
に
朝
鮮
側
の
史
料
に
も
と
づ
い
て
戦
い
の
経

過
を
整
理
し
つ
つ
、
結
果
と
原
因
を
考
察
し
た
。

（
6
）

同
氏
の
研
究
な
ど
を
参
考
に
し

て
、
戦
い
の
概
要
に
つ
い
て
ご
く
簡
単
に
説
明
し
て
お
こ
う
。

（
7
）

慶
長
二
（
一
五
九

七
）
年
七
月
一
五
日
、
朝
鮮
の
忠
清
・
全
羅
・
慶
尚
三
道
水
軍
統
制
使
で
あ
っ
た

元
均
が
率
い
る
水
軍
は
慶
尚
道
の
漆
川
梁
に
碇
泊
し
て
い
た
。
こ
の
漆
川
梁
は
巨

済
島
と
漆
川
島
と
の
間
に
あ
る
海
峡
で
あ
り
、
日
本
側
は
巨
済
島
の
陸
上
部
隊
と

水
軍
と
に
よ
る
挟
撃
作
戦
を
同
日
夜
半
か
ら
翌
日
に
か
け
て
展
開
し
た
。
結
果
、

日
本
側
は
朝
鮮
水
軍
に
大
打
撃
を
与
え
、
制
海
権
を
掌
握
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
海
戦
に
は
「
唐
島
の
戦
い
」・

（
8
）

「
巨
済
島
の
海
戦
」・

（
9
）

「
巨
済
島
海
戦
」・

（
10
）

「
漆

川
梁
の
海
戦
」・

（
11
）

「
漆
川
梁
海
戦
」・

（
12
）

「
巨
済
島
漆
川
梁
海
戦
」
な

（
13
）
　

ど
様
々
な
呼
称

が
存
在
す
る
。「
唐
島
の
戦
い
」
は
当
時
日
本
側
が
巨
済
島
を
唐
島
と
呼
ん
で
い
た

こ
と
に
因
ん
で
い
る
が
、「
巨
済
島
の
海
戦
」
も
し
く
は
「
巨
済
島
海
戦
」
が
日
本

国
内
に
お
け
る
一
般
的
な
呼
称
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
表
題
に
も
掲

　
巨
済
島
海
戦
に
関
す
る
一
注
進
状

津
　
野
　
倫
　
明

（
地
域
変
動
論
コ
ー
ス
）

一



げ
た
「
巨
済
島
海
戦
」
を
表
記
と
し
て
採
用
す
る
。

右
で
参
考
に
し
た
李
氏
の
研
究
な
ど
に
よ
り
巨
済
島
海
戦
の
研
究
は
進
展
し
て

き
た
も
の
の
、
管
見
の
限
り
で
は
、
勝
利
を
お
さ
め
た
日
本
側
の
論
功
行
賞
の
前

提
と
な
る
軍
目
付
の
注
進
状
を
提
示
し
て
検
討
し
た
研
究
は
存
在
し
な
い
。
し
か

し
、
最
近
、
巨
済
島
海
戦
に
関
す
る
軍
目
付
の
注
進
状
写
と
み
な
す
べ
き
史
料
に

接
し
え
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
番
船
取
申
帳
」
と
題
さ
れ
た
そ
の
史
料
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
分
析
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、「
番
船
取
申

帳
」
と
巨
済
島
海
戦
に
お
け
る
戦
功
を
賞
す
べ
く
発
給
さ
れ
た
秀
吉
感
状
な
ど
の

諸
史
料
と
の
対
応
関
係
を
考
察
し
て
ゆ
く
。
か
か
る
作
業
を
と
お
し
て
、
巨
済
島

海
戦
や
軍
目
付
の
研
究
に
お
け
る
「
番
船
取
申
帳
」
の
意
義
を
論
じ
て
み
た
い
。

一

「
番
船
取
申
帳
」

本
章
で
は
、「
番
船
取
申
帳
」
を
紹
介
し
、
若
干
の
史
料
批
判
を
試
み
る
。
ま
ず
、

「
番
船
取
申
帳
」
に
接
し
え
た
経
緯
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
最
近
再
読
し
た
三
鬼

清
一
郎
氏
の
論
文
に
は
「
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
七
月
の
唐
島
で
の
海
戦
の
結

果
を
記
録
し
た
「
番
船
取
申
注
文
之
事
」
で
は
、
福
原
直
高
（
長
堯
―
津
野
註
）・

毛
利
吉
成
・
秋
月
種
長
ら
の
名
が
み
ら
れ
る
」
と
の
記
述
が
あ
り
、

（
14
）

こ
れ
に
よ
っ

て
巨
済
島
海
戦
の
注
進
に
か
か
わ
る
「
番
船
取
申
注
文
之
事
」
な
る
史
料
が
存
在

す
る
こ
と
を
知
っ
た
。「
長
崎
県
（
対
馬
）
上
県
郡
豊
崎
村
「
洲
河
生
虎
真
氏
所
蔵

文
書
」」
と
註
記
さ
れ
て
い
た
の
で
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
「
対
馬

古
文
書
」（
請
求
記
号6171.93-5

）
の
「
洲
河
文
書
」
を
閲
覧
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

三
鬼
論
文
が
言
及
し
た
「
番
船
取
申
注
文
之
事
」
に
該
当
す
る
と
み
て
よ
い
文
書

に
接
し
え
た
。
こ
れ
が
本
稿
で
「
番
船
取
申
帳
」
と
呼
ぶ
文
書
で
あ
る
。
右
の
写

真
帳
を
用
い
た
、
そ
の
文
書
の
翻
刻
を
次
に
掲
げ
よ
う
。

史
料
Ａ

「
番

（
表
紙
）

船
取
申
帳
」

番
船
取
申
注
文
之
事

一
壱
艘

加
藤
左
馬
之

（

嘉

明

）

介
自
身
取
申
候
、

一
壱
艘

加
藤
左
馬
之
介
内
佃
次
郎
兵
衛

川
口
久
五
郎

取
申
候
、

一
壱
艘

加
藤
左
馬
之
介
内
中
島
勝
右
衛
門
取
申
候
、

合
三
艘

一
壱
艘

福
原
右
馬
之

（

長

堯

）

介
自
身
取
申
候
、

已
上

一
壱
そ
う

脇
坂
中
務

（
安
治
）

自
身
取
申
候
、

一
壱
艘

同
中
務
内
脇
坂
覚
兵
衛
取
申
候
、

一
壱
そ
う

同
中
務
内
三
宅
勝
介
取
申
候
、

一
壱
艘

同
中
務
内
ふ
せ
又
介
取
申
候
、

一
壱
艘

同
中
務
内
中
村
三
介
取
申
候
、

合
五
艘

一
壱
艘

藤
堂
佐
渡
守

（

高

虎

）

内
藤
堂
次
郎
左
衛
門
取
申
候
、

一
壱
そ
う

同
佐
渡
守
内
藤
堂
勘
左
郎
取
申
候
、

一
弐
艘

藤
堂
宮
内
少
輔

（
　
高
　
吉
　
）

内
藤
堂
仁
右
衛
門
取
、

一
弐
艘

藤
堂
佐
渡
守
内
藤
堂
新
七
郎

藤
堂
作
兵
へ

取
申
候
、

巨
済
島
海
戦
に
関
す
る
一
注
進
状

二



合
六
艘

一
壱
艘

島
津
又
七
郎

（

忠

豊

）

自
身
取
申
候
、

以
上

一
壱
そ
う

毛
利
壱
岐
守

毛
利
豊
前
守

自
身
取
申
候
、

一
壱
艘

毛
利
壱
岐
守

（

吉

成

）

内
毛
利
勘
左
衛
門
取
、

合
弐
艘

一
壱
艘

伊
藤
民
部
大
輔

（
　
祐
　
兵
　
）

内
伊
藤
平
六
取
申
候
、

一
壱
そ
う

伊
藤
民
部
大
輔
内

秋
月
三
郎

自
身
取
申
候
、

合
弐
艘

一
壱
艘

秋
月
三
郎

（
種
長
）

、

已
上

一
三
艘

相
良
宮
内
大
輔

（
　
長
　
毎
　
）

取
申
候
、

以
上

内
自
身
壱
そ
う
取
申
候
、

一
壱
艘

高
橋
九
郎

（
元
種
）

取
申
候
、

以
上

一
弐
艘

羽
柴
対
馬
守

（

義

智

）

自
身
取
申
候
、

一
壱
そ
う

対
馬
守
内
柳
川
権
之
介

（

調

信

）

取
申
候
、

一
壱
そ
う

有
馬
修
理
太
夫

（
　
晴
　
信
　
）

自
身
取
申
候
、

一
壱
艘

修
理
大
夫
内
喜
平
次
取
申
候
、

一
壱
そ
う

松
浦
法
印

（
鎮
信
）

内
源
三
郎
自
身
取
、

一
壱
艘

小
西
摂
津
守

（

行

長

）

内
小
西
孫
九
郎
自
身
取
、

一
弐
艘

小
西
摂
津
守
内
岡
田
少
五
郎
取
申
候
、

合
九
艘

船
数
都
合
参
拾
四
艘

右
之
船
之
分
ハ
切
取
申
候
、
相
残
百
三
拾
艘
焼
捨
申
候
、
以
上
、

慶
長
二

七
月
廿
二
日

福
原
右
馬
之
介

熊
谷
内
蔵
允

（

直

盛

）

毛
利
民
部
大
輔

（
　
友
　
重
　
）

竹
中
源
助

（
隆
重
）

増
田
右
衛
門
尉

（
　
長
　
盛
　
）

殿

垣
見
和
泉
守

（

一

直

）

石
田
治
部
少
輔

（
　
三
　
成
　
）

殿

早
田

（
マ
マ
）

主
馬
頭

（

長

政

）

長
束
大
蔵
大
輔

（
　
正
　
家
　
）

殿

大
田
飛
騨
守

（

一

吉

）

徳
善
院

（
前
田
玄
以
）

僧
正

表
紙
記
載
の
「
番
船
取
申
帳
」
が
当
時
の
呼
称
な
の
か
は
判
断
し
か
ね
る
が
、

本
稿
で
は
さ
し
あ
た
り
こ
の
呼
称
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

連
署
者
の
七
名
は
秀
吉
が
任
命
し
た
軍
目
付
た
ち
で
あ
る
。
そ
の
任
命
と
変
遷

を
確
認
し
て
お
こ
う
。

（
15
）

慶
長
二
年
二
月
、
秀
吉
は
釜
山
倭
城
在
番
の
小
早
川
秀
秋

の
軍
目
付
と
し
て
太
田
一
吉
、「
先
手
」
の
軍
目
付
と
し
て
毛
利
重
政
・
竹
中
隆
重
・

垣
見
一
直
・
毛
利
友
重
・
早
川
長
政
・
熊
谷
直
盛
、
こ
れ
ら
計
七
名
の
軍
目
付
を

任
命
し
た
。
こ
の
う
ち
、
毛
利
重
政
が
慶
長
二
年
五
月
に
朝
鮮
で
病
死
し
た
た
め
、

秀
吉
は
五
月
二
四
日
あ
ら
た
に
釜
山
倭
城
在
番
の
秀
秋
の
軍
目
付
と
し
て
福
原
長

堯
を
任
命
し
、
一
吉
を
「
先
手
」
の
軍
目
付
に
変
更
し
た
。
こ
う
し
て
軍
目
付
は

太
田
一
吉
・
竹
中
隆
重
・
垣
見
一
直
・
毛
利
友
重
・
早
川
長
政
・
熊
谷
直
盛
そ
し

高
知
大
学
人
文
学
部
人
間
文
化
学
科
・
人
文
科
学
研
究

第
19
号
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て
福
原
長
堯
の
体
制
と
な
っ
た
。
こ
の
七
名
が
「
番
船
取
申
帳
」
の
連
署
者
と
な
っ

て
い
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
こ
の
よ
う
に
七
名
が
そ
ろ
っ
て
注
進
に
あ
た
っ
た

事
実
を
直
接
示
す
史
料
は
他
に
は
存
在
し
な
い
。
ま
ず
、
こ
こ
に
軍
目
付
の
研
究

に
お
け
る
「
番
船
取
申
帳
」
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
「
番
船
取
申
帳
」
は
冒
頭
に
も
「
番
船
取
申
注
文
之
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、

日
本
側
諸
将
が
「
取
申
」
し
た
「
番
船
」
に
関
す
る
注
進
状
で
あ
る
。
原
則
と
し

て
大
名
ご
と
に
大
名
自
身
と
そ
の
家
臣
が
「
取
申
候
」
番
船
の
数
と
そ
れ
ら
の
小

計
が
記
さ
れ
、
し
か
る
の
ち
に
「
船
数
都
合
参
拾
四
艘
」
と
総
計
が
記
さ
れ
て
い

る
。
傍
線
部
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
番
船
取
申
帳
」
は
海
戦
に
お
け
る
日
本

側
の
戦
果
を
ま
と
め
て
注
進
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
慶
長
二

七
月
廿
二

日
」
な
る
日
付
か
ら
、
そ
の
海
戦
は
巨
済
島
海
戦
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
の
「
番
船
取
申
帳
」
に
は
早
川
長
政
の
名
字
の
誤
り
な
ど
瑕
疵
も
み
ら
れ
る

が
、
次
章
以
下
で
検
討
し
て
ゆ
く
よ
う
に
宛
所
の
増
田
長
盛
・
石
田
三
成
・
長
束

正
家
・
前
田
玄
以
ら
が
巨
済
島
海
戦
に
関
す
る
注
進
の
秀
吉
へ
の
披
露
役
に
な
っ

て
お
り
、
ま
た
連
署
者
で
あ
る
軍
目
付
の
顔
ぶ
れ
に
も
不
審
な
点
は
な
い
。
よ
っ

て
、
こ
の
「
番
船
取
申
帳
」
の
記
載
内
容
に
信
を
置
い
て
、
秀
吉
感
状
な
ど
の
諸

史
料
と
の
対
応
関
係
を
考
察
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

二

巨
済
島
海
戦
に
関
す
る
二
種
類
の
豊
臣
秀
吉
感
状

本
章
で
は
、
〝
結
果
と
し
て
〟
妥
当
性
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
『
日
本
戦
史
朝

鮮
役
』
の
見
解
と
そ
の
論
拠
と
な
っ
て
い
る
諸
史
料
を
検
討
し
て
ゆ
く
。
同
書
は

巨
済
島
海
戦
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
。

（
16
）

我
軍
一
戦
ニ
敵
ノ
水
軍
ヲ
撃
破
シ
鹵
獲
又
ハ
焚
毀
セ
シ
モ
ノ
艦
船
百
六
十
余

隻
ニ
及
ヒ
海
上
権
全
ク
我
掌
中
ニ
帰
ス
乃
チ
固
城
ニ
抵
リ
即
日
勝
ヲ
秀
吉
ニ

報
ス
八
月
九
日
秀
吉
感
状
ヲ
諸
将
ニ
与
ヘ
其
戦
功
ヲ
賞
ス

「
艦
船
百
六
十
余
隻
」「
八
月
九
日
秀
吉
感
状
ヲ
諸
将
ニ
与
ヘ
其
戦
功
ヲ
賞
ス
」

と
い
っ
た
記
述
か
ら
す
る
と
、
右
の
総
括
の
有
力
な
論
拠
と
な
っ
て
い
る
の
は
『
日

本
戦
史
朝
鮮
役
』
掲
載
の
第
一
九
四
号
・
第
一
九
五
号
と
み
な
さ
れ
、
と
も
に
『
征

韓
録
』
を
出
典
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
『
日
本
戦
史
朝
鮮
役
』
か
ら
引
用
し

よ
う
。

史
料
Ⅰ
―
０（

17
）

七
月
十
六
日
注
進
状
、
今
月
九
日
到
来
、
加
披
見
候
、
今
度
番
船
唐
島
ニ
有

之
而
、
釜
山
浦
表
ヘ
切
々
取
出
、
日
本
通
船
相
支
候
処
、
去
十
五
日
夜
相
働
、

番
船
百
六
拾
余
艘
伐
捕
、
唐
人
数
千
人
討
捨
、
其
外
海
へ
追
は
め
、
並
津
々

浦
々
十
五
六
里
之
間
、
船
と
も
悉
焼
捨
之
由
、
手
柄
之
段
無
比
類
候
、
以
来


番
船
根
切
仕
候
事
、
御
感
不
斜
候
、
何
も
帰
朝
之
刻
、
可
被
加
御
褒
美
候
、

猶
徳
善
院
・
増
田
右
衛
門
尉
・
石
田
治
部
少
輔
・
長
束
大
蔵
大
輔
可
申
候
也
、

八
月
九
日

御
朱
印

羽
柴

摩
侍
従

（
　
義
　
弘
　
）

と
の
へ

島
津
又
八
郎

（

忠

恒

）

と
の
へ

史
料
Ⅱ
―
０（

18
）

今
度
於
唐
島
表
、
番
船
百
六
拾
余
艘
伐
捕
刻
、
其
方
自
身
砕
手
、
切
乗
三
番

目
船
、
唐
人
不
残
切
棄
由
、
手
柄
之
段
無
比
類
候
、
殊
更
不
焼
其
船
、
日
本

巨
済
島
海
戦
に
関
す
る
一
注
進
状
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へ
指
渡
儀
、
御
感
不
斜
候
、
何
も
帰
朝
之
刻
、
可
被
加
御
褒
美
候
、
猶
増
田

右
衛
門
尉
・
石
田
治
部
少
輔
・
長
束
大
蔵
大
輔
・
徳
善
院
可
申
候
也
、

八
月
九
日

御
朱
印

島
津
又
七
郎

（

忠

豊

）

と
の
へ

前
者
は
八
月
九
日
付
島
津
義
弘
・
島
津
忠
恒
宛
秀
吉
朱
印
状
写
で
あ
り
、『
征
韓

録
』
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
宛
所
に
は
「
羽
柴

摩
侍
従

（
　
義
　
弘
　
）

と
の
へ
」「
島
津

又
八
郎

（

忠

恒

）

と
の
へ
」
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）

た
だ
し
、
こ
の
写
と
同
日
付
で
ほ
ぼ
同

文
の
次
の
よ
う
な
秀
吉
朱
印
状
の
正
文
が
『
大
日
本
古
文
書
島
津
家
文
書
』
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。

史
料
Ⅰ
―
１（

20
）

七
月
十
六
日
注
進
状
、
今
日
九
日
到
来
、
加
披
見
候
、
今
度
番
船
唐
島
ニ
有

之
而
、
釜
山
海
表
ヘ
切
々
取
出
、
日
本
通
路
相
支
候
処
、
去
十
五
日
夜
相
動
、

番
船
百
六
十
余
艘
伐
捕
、
唐
人
数
千
人
伐
捨
、
其
外
海
へ
追
は
め
、
并
先
々

津
々
浦
々
十
五
六
里
之
間
之
船
共
悉
焼
捨
由
、
手
柄
之
段
無
比
類
候
、
以
来


番
舟
根
切
仕
候
事
、
御
感
不
斜
候
、
何
も
帰
朝
之
刻
、
可
被
加
御
褒
美
候
、

猶
徳
善
院
・
増
田
右
衛
門
尉
・
石
田
治
部
少
輔
・
長
束
大
蔵
太
輔
可
申
候
也
、

八
月
九
日

○
（
秀
吉
朱
印
）

羽
柴

摩
侍
従

（
　
義
　
弘
　
）

と
の
へ

史
料
Ⅰ
―
２（

21
）

七
月
十
六
日
注
進
状
、
今
日
九
日
到
来
、
加
披
見
候
、
今
度
番
舟
唐
島
ニ
有

之
而
、
釜
山
海
表
ヘ
切
々
取
出
、
日
本
通
路
相
支
候
処
、
去
十
五
日
之
夜
相

動
、
彼
番
舟
百
六
十
余
艘
伐
捕
、
唐
人
数
千
人
伐
捨
、
其
外
海
へ
追
は
め
、

并
先
々
津
々
浦
々
十
五
六
里
之
間
之
舟
共
悉
焼
捨
之
由
、
手
柄
之
段
無
比
類

候
、
以
来

番
舟
根
切
仕
候
事
、
御
感
不
斜
候
、
何
も
帰
朝
刻
、
可
被
加
御

褒
美
候
、
猶
徳
善
院
・
増
田
右
衛
門
尉
・
石
田
治
部
少
輔
・
長
束
大
蔵
太
輔

可
申
候
也
、

八
月
九
日

○
（
秀
吉
朱
印
）

島
津
又
八
郎

（

忠

恒

）

と
の
へ

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
と
同
日
付
で
ほ
ぼ
同
文
の
秀
吉
朱
印
状
の
正
文
が
二
通
確
認

さ
れ
る
。

史
料
Ⅰ
―
３（

22
）

七
月
十
六
日
注
進
状
、
今
日
九
日
到
来
、
加
披
見
候
、
今
度
番
舟
唐
島
ニ
有

之
而
、
釜
山
海
表
ヘ
切
々
取
出
、
日
本
之
通
路
相
支
候
処
、
去
十
五
日
夜
相

動
、
彼
番
船
百
六
十
余
艘
伐
捕
、
唐
人
数
千
人
切
捨
、
其
外
海
へ
追
は
め
、

并
先
々
津
々
浦
々
十
五
六
里
之
間
之
船
共
悉
焼
捨
由
、
手
柄
之
段
無
比
類
候
、

以
来

番
船
根
切
仕
候
事
、
御
感
不
斜
候
、
何
も
帰
朝
之
刻
、
可
被
加
御
褒

美
候
、
猶
徳
善
院
・
増
田
右
衛
門
尉
・
石
田
治
部
少
輔
・
長
束
大
蔵
太
輔
可

申
候
也
、八

月
九
日

○
（
秀
吉
朱
印
）

藤
堂
佐
渡
守

（

高

虎

）

と
の
へ

史
料
Ⅰ
―
４（

23
）

七
月
十
六
日
注
進
状
、
今
日
九
日
到
来
、
加
披
見
候
、
今
度
番
船
唐
島
有
之
、

釜
山
海
表
へ
切
々
取
出
日
本
之
通
路
相
支
候
処
、
去
十
五
日
夜
相
動
、
彼
番

舟
百
六
十
余
艘
切
捕
、
唐
人
数
千
人
伐
捨
、
其
外
海
へ
追
は
め
、
并
津
々
浦
々

高
知
大
学
人
文
学
部
人
間
文
化
学
科
・
人
文
科
学
研
究

第
19
号
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十
五
里
之
間
之
船
共
悉
焼
捨
由
、
手
柄
段
無
比
類
候
、
向
後

番
船
根
切
仕

候
事
、
御
感
不
斜
候
、
何
も
帰
朝
之
刻
、
可
被
加
御
褒
美
候
、
猶
徳
善
院
・

増
田
右
衛
門
尉
・
石
田
治
部
少
輔
・
長
束
大
蔵
太
輔
可
申
候
也
、

八
月
九
日

○
（
秀
吉
朱
印
）

加
藤
左
馬
助

（

嘉

明

）

と
の
へ

史
料
Ⅰ
―
１
～
４
の
存
在
か
ら
す
る
と
、『
日
本
戦
史
朝
鮮
役
』
が
『
征
韓
録
』

か
ら
引
用
し
た
八
月
九
日
付
島
津
義
弘
・
島
津
忠
恒
宛
秀
吉
朱
印
状
写
は
『
征
韓

録
』
編
纂
の
過
程
で
史
料
Ⅰ
―
１
と
史
料
Ⅰ
―
２
を
あ
た
か
も
一
通
の
文
書
か
の

よ
う
に
誤
写
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
24
）

こ
う
し
て
み
る
と
、『
日
本
戦
史
朝
鮮
役
』
が
『
征
韓
録
』
か
ら
引
用
し
た
八
月

九
日
付
島
津
忠
豊
宛
秀
吉
朱
印
状
写
に
も
誤
写
な
ど
の
誤
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
写
と
同
日
付
で
ほ
ぼ
同
文
の
次
の
よ
う
な
秀
吉
朱
印
状
の
写
が
『
鹿
児

島
県
史
料
旧
記
雑
録
後
編
三
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

史
料
Ⅱ
―
１（

25
）

今
度
於
唐
島
表
、
番
船
百
六
拾
余
艘
伐
捕
刻
、
其
方
自
身
砕
手
、
切
乗
三
番

目
船
、
唐
人
不
残
切
捨
由
、
手
柄
之
段
無
比
類
候
、
殊
更
不
焼
其
船
、
日
本

え
差
渡
儀
、
御
感
不
斜
候
、
何
も
帰
朝
之
刻
、
可
被
加
御
褒
美
候
、
猶
徳
善

院
・
増
田
右
衛
門
尉
・
石
田
治
部
少
輔
・
長
束
大
蔵
太
輔
可
申
候
也
、

八
月
九
日

御
朱
印

島
津
又
七
郎

（

忠

豊

）

と
の
へ

こ
れ
と
『
征
韓
録
』
収
録
の
写
を
対
照
し
て
み
る
と
、

（
26
）

「
切
捨
」
が
「
切
棄
」、

「
差
渡
」
が
「
指
渡
」
と
な
っ
て
い
る
な
ど
用
字
に
も
若
干
の
相
違
が
み
ら
れ
る

が
、
も
っ
と
も
異
な
る
の
は
「
猶
」
に
続
く
人
名
の
順
序
で
あ
り
、『
征
韓
録
』
で

は
「
猶
増
田
右
衛
門
尉
・
石
田
治
部
少
輔
・
長
束
大
蔵
太
輔
・
徳
善
院
可
申
候
也
」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
相
違
か
ら
、
い
ず
れ
の
写
が
よ
り
良
質
で
あ
る
の
か

判
断
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
史
料
Ⅰ
―
０
に
み
ら
れ
た
誤
写
と
考
え
る
べ

き
問
題
点
を
重
視
し
た
場
合
に
は
、
史
料
と
し
て
の
信
頼
性
は
史
料
Ⅱ
―
０
よ
り

も
史
料
Ⅱ
―
１
の
方
が
高
い
と
い
え
よ
う
。

や
や
煩
瑣
な
検
討
を
続
け
て
き
た
が
、
次
の
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

『
日
本
戦
史
朝
鮮
役
』
は
「
敵
ノ
水
軍
ヲ
撃
破
シ
鹵
獲
又
ハ
焚
毀
セ
シ
モ
ノ
艦

船
百
六
十
余
隻
ニ
及
ヒ
」
と
総
括
し
て
お
り
、
そ
の
根
拠
は
第
一
九
四
号
・
第
一

九
五
号
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
二
通
の
秀
吉
朱
印
状
写
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
『
征
韓
録
』
収
録
の
写
で
あ
り
、
前
者
に
関
し
て
は
正
文
に
あ
た
る

史
料
Ⅰ
―
１
・
２
が
存
在
し
、
後
者
に
関
し
て
は
史
料
と
し
て
の
信
頼
性
の
高
い

史
料
Ⅱ
―
１
が
存
在
す
る
。
よ
っ
て
、
史
料
Ⅰ
―
１
・
２
、
史
料
Ⅱ
―
１
に
も
と

づ
い
て
考
察
を
進
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
前
者
と
同
内
容
の
史
料
Ⅰ
―
３
・

４
を
含
め
る
と
、
内
容
的
に
は
感
状
と
い
え
る
計
五
通
の
秀
吉
朱
印
状
が
発
給
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
史
料
Ⅰ
―
１
～
４
と
史
料
Ⅱ
―
１
の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分

類
で
き
る
。

次
章
以
下
で
は
、
右
の
よ
う
な
二
つ
の
タ
イ
プ
の
秀
吉
感
状
を
Ⅰ
型
感
状
・
Ⅱ

型
感
状
と
呼
び
、「
番
船
取
申
帳
」
と
そ
れ
ぞ
れ
と
の
対
応
関
係
を
考
察
し
て
ゆ
く
。

巨
済
島
海
戦
に
関
す
る
一
注
進
状
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三

「
番
船
取
申
帳
」
と
Ⅰ
型
感
状

本
章
で
は
、「
番
船
取
申
帳
」
と
Ⅰ
型
感
状
と
の
対
応
関
係
を
考
察
す
る
。
Ⅰ
型

感
状
は
い
ず
れ
も
冒
頭
に
「
七
月
十
六
日
注
進
状
、
今
日
九
日
到
来
、
加
披
見
候
」

と
あ
る
よ
う
に
、
七
月
一
六
日
付
注
進
状
を
八
月
九
日
に
披
見
し
た
秀
吉
が
発
給

し
た
も
の
で
あ
る
。
次
の
史
料
は
そ
の
注
進
状
の
写
と
考
え
ら
れ
る
。

史
料
Ｂ（

27
）

急
度
奉
致
言
上
候
、

一
番
船
唐
島
を
居
所
ニ
仕
、
日
々
罷
出
、
日
本
之
通
船
渡
海
一
切
不
罷
成
ニ

付
て
、
五
人
之
も
の
共
申
合
、
唐
島
え
押
寄
、
明
昨
日
十
五
日
夜
半
よ
り

明
未
之
刻

相
戦
、
番
船
百
六
十
余
艘
切
取
、
其
外
津
々
浦
々
十
五
六
里

之
間
、
ふ
ね
共
不
残
焼
棄
申
、
唐
人
数
千
人
海
へ
追
は
め
、
切
捨
申
候
、

猶
此
表
之
様
子
、
従
御
奉
行
衆
可
被
遂
言
上
之
条
、
不
及
申
上
候
、
右
宜

御
披
露
所
仰
候
、
恐
々
謹
言
、

七
月
十
六
日

小
西
摂
津
守

（

行

長

）

藤
堂
佐
渡
守

（

高

虎

）

脇
坂
中
務
少
輔

（
　
安
　
治
　
）

加
藤
左
馬
助

（

嘉

明

）

島
津
又
八
郎

（

忠

恒

）

羽
柴
兵
庫
頭

（

義

弘

）

徳
善
院

（
前
田
玄
以
）

増
田
右
衛
門
尉

（
　
長
　
盛
　
）

殿

石
田
治
部
少
輔

（
　
三
　
成
　
）

殿

長
束
大
蔵
少
輔

（
　
正
　
家
　
）

殿

中
野
等
氏
の
研
究
で
は
こ
の
史
料
Ｂ
と
Ⅰ
型
感
状
と
の
関
係
が
適
切
か
つ
慎
重

に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
中
野
氏
は
史
料
Ｂ
に
つ
い
て
「
小
西
行
長
と
藤
堂
高
虎
・

脇
坂
安
治
・
加
藤
嘉
明
ら
船
手
の
将
、
お
よ
び
加
徳
島
を
守
る
島
津
義
弘
父
子
が

奉
行
衆
に
発
し
た
七
月
十
六
日
付
の
連
署
状
」
と
説
明
し
つ
つ
、
そ
の
読
み
下
し

文
を
掲
げ
た
の
ち
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
28
）

「
番
船
」
と
は
敵
の
水
軍
を
指
し
、
こ
れ
が
巨
済
島
（
唐
島
）
を
根
拠
と
し

て
釜
山
近
海
に
し
ば
し
ば
出
没
す
る
た
め
、
日
本
か
ら
の
通
船
が
お
ぼ
つ
か

な
い
事
態
に
い
た
っ
て
い
る
。
再
派
兵
の
動
き
を
前
に
、
朝
鮮
側
と
し
て
も

軍
勢
・
兵
粮
の
動
き
を
遮
断
す
る
必
要
に
駆
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

た
動
き
に
対
し
て
、
既
述
し
た
連
署
の
面
々
が
反
攻
に
お
よ
ん
だ
の
で
あ
る
。

日
本
側
は
海
戦
の
勝
利
に
勢
い
を
得
、
さ
ら
に
進
ん
で
こ
の
海
域
の
敵
船
を

残
ら
ず
焼
き
捨
て
た
こ
と
も
報
じ
て
い
る
。（
中
略
）
こ
の
、
七
月
十
四
日
か

ら
十
六
日
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
た
巨
済
島
海
戦
の
勝
利
を
告
げ
る
注
進
状

は
、
翌
月
の
八
月
九
日
に
秀
吉
に
披
露
さ
れ
、
こ
れ
を
う
け
て
秀
吉
は
つ
ぎ

の
よ
う
な
朱
印
状
を
発
す
る
。

（
前
掲
史
料
Ⅰ
―
１
の
読
み
下
し
文
を
掲
載
―
津
野
註
）

こ
れ
は
海
戦
に
勝
利
し
た
当
事
者
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
、
感
状
と
し
て

の
意
味
合
い
を
も
つ
朱
印
状
で
あ
る
。
注
進
状
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
な
ぞ
っ

た
よ
う
な
文
書
で
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
緒
戦
に
勝
利
し
、
制
海
権
の
奪
取
に

成
功
し
た
と
い
う
安
堵
感
は
読
み
と
れ
よ
う
。（
後
略
）
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「
注
進
状
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
な
ぞ
っ
た
よ
う
な
文
書
」
な
る
評
は
い
い
え
て

妙
で
あ
る
。
ま
た
、
海
戦
の
直
接
の
原
因
や
「
敵
船
を
残
ら
ず
焼
き
捨
て
た
こ
と
」

つ
ま
り
焚
毀
な
ど
の
戦
功
、
さ
ら
に
注
進
状
披
露
や
朱
印
状
発
給
の
経
過
な
ど
の

説
明
も
じ
つ
に
明
快
で
あ
る
。
た
だ
、
史
料
Ⅰ
―
１
・
史
料
Ｂ
に
記
載
さ
れ
た
一

六
〇
余
と
い
う
数
値
に
関
す
る
言
及
は
み
ら
れ
な
い
。
史
料
解
釈
に
厳
密
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
こ
の
数
値
に
対
す
る
判
断
を
保
留
し
た
の
で
は
な
い
か
と
忖
度
さ
れ

る
。『
日
本
戦
史
朝
鮮
役
』
は
「
鹵
獲
又
ハ
焚
毀
セ
シ
モ
ノ
艦
船
百
六
十
余
隻
」
と

総
括
し
て
い
る
も
の
の
、
史
料
Ⅰ
―
１
・
史
料
Ｂ
を
み
る
限
り
で
は
、
一
六
〇
余

は
「
伐
捕
」（「
切
取
」）
つ
ま
り
鹵
獲
の
対
象
と
な
っ
た
船
の
数
で
あ
る
か
の
よ
う

に
と
れ
る
。
前
述
の
ご
と
く
、『
日
本
戦
史
朝
鮮
役
』
の
見
解
は
〝
結
果
と
し
て
〟

そ
の
妥
当
性
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
違
和
感
は
ぬ
ぐ
え
な
い
。
ま
た
、
史
料

Ｂ
の
連
署
者
が
六
名
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
五
人
之
も
の
共
」
と
あ
る
の
は

じ
つ
に
奇
妙
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
六
〇
余
と
い
う
数
値
も
含
め
て
、
ま

さ
に
「
注
進
状
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
な
ぞ
っ
た
よ
う
な
」
史
料
が
存
在
す
る
。

史
料
Ｃ（

29
）

自
朝
鮮
国
有
御
注
進
、
朝
鮮
出
番
船
於
唐
島
、
日
本
渡
海
之
衆
煩
之
、
小
西

摂
津
・
藤
堂
佐
渡
守
・
脇
坂
中
務
・
加
藤
左
馬
介
・
島
津
又
八
郎
・
島
津
兵

庫
頭
五
人
相
談
、
夜
中
遣
兵
船
於
唐
島
、
唐
人
数
千
人
殺
之
、
舟
百
六
十
艘

取
之
、
島
中
所
隠
之
舟
焼
失
之
云
々
、
大
閤
不
勝
欣
悦
、（
後
略
）

こ
れ
は
『
鹿
苑
日
録
』
慶
長
二
年
八
月
九
日
条
の
記
事
で
あ
り
、
こ
こ
に
記
さ

れ
た
「
御
注
進
」
の
内
容
は
史
料
Ｂ
の
内
容
と
一
致
し
て
お
り
、
記
主
の
西
笑
承

兌
は
史
料
Ｂ
の
正
文
を
実
見
し
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
承
兌
も
小
西
行
長
・
藤
堂

高
虎
・
脇
坂
安
治
・
加
藤
嘉
明
・
島
津
忠
恒
・
島
津
義
弘
の
六
名
を
列
挙
し
な
が

ら
も
、「
五
人
相
談
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
舟
百
六
十
艘
取
之
」
も
ま
た
史

料
Ｂ
や
史
料
Ⅰ
―
１
と
同
様
の
内
容
で
あ
る
。

な
お
、
次
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
史
料
Ｂ
の
正
文
に
あ
た
る
注
進
状
が
秀
吉
に
披

露
さ
れ
た
の
は
伏
見
で
あ
り
、
実
際
に
披
露
に
あ
た
っ
た
の
は
長
束
正
家
・
増
田

長
盛
の
両
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

史
料
Ｄ（

30
）尚

以
御
帰
朝
之
刻
、
可
被
加
御
褒
美
旨
候
、
以
上
、

七
月
十
六
日
御
注
進
状
、
今
日
九
日
於
伏
見
披
露
申
候
処
、
各
御
手
柄
無
比

類
儀
、
御
感
不
斜
候
、
依
之
名
々
ニ
被
成

御
朱
印
候
、
誠
番
船
之
根
切
、

大
慶
不
過
之
候
、
弥
陸
地
へ
御
動
、
各
被
相
談
、
無
御
越
度
様
御
行
肝
要
候
、

恐
々
謹
言
、

長
大

八
月
九
日

正
家
（
花
押
）

増
右

長
盛
（
花
押
）

島
津
又
八
郎

（

忠

恒

）

殿
御
報

こ
こ
で
、
史
料
Ｂ
や
Ⅰ
型
感
状
に
よ
っ
て
巨
済
島
海
戦
へ
の
参
加
が
判
明
し
て

い
る
諸
将
に
関
連
す
る
記
載
に
着
眼
し
て
、「
番
船
取
申
帳
」
を
分
析
し
て
み
た
い
。

史
料
Ｂ
の
連
署
の
順
に
し
た
が
っ
て
考
察
を
す
す
め
て
ゆ
こ
う
。

小
西
行
長
に
関
連
す
る
記
載
は
「
一
壱
艘

小
西
摂
津
守

（

行

長

）

内
小
西
孫
九
郎
自

巨
済
島
海
戦
に
関
す
る
一
注
進
状

八



身
取
」「
一
弐
艘

小
西
摂
津
守
内
岡
田
少
五
郎
取
申
候
」
で
あ
る
。
こ
の
記
載

か
ら
、
行
長
の
家
臣
二
人
が
計
三
艘
を
鹵
獲
す
る
戦
果
を
あ
げ
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
戦
果
も
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
行
長
宛
に
も
Ⅰ
型
感
状
が
発
給

さ
れ
た
と
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
藤
堂
高
虎
に
関
連
す
る
記
載
は
「
一
壱
艘

藤
堂
佐
渡
守

（

高

虎

）

内
藤
堂
次
郎
左
衛
門
取
申
候
」「
一
壱
そ
う

同
佐
渡
守
内
藤
堂

勘
左
郎
取
申
候
」「
一
弐
艘

藤
堂
宮
内
少
輔

（
　
高
　
吉
　
）

内
藤
堂
仁
右
衛
門
取
」「
一
弐
艘

藤
堂
佐
渡
守
内
藤
堂
新
七
郎

藤
堂
作
兵
へ

取
申
候
」
で
あ
る
。
こ
の
記
載
か
ら
、
高
虎
の
家
臣

五
人
が
計
六
艘
を
鹵
獲
す
る
戦
果
を
あ
げ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
脇
坂
安
治

に
関
連
す
る
記
載
は
「
一
壱
そ
う

脇
坂
中
務

（
安
治
）

自
身
取
申
候
」「
一
壱
艘

同
中

務
内
脇
坂
覚
兵
衛
取
申
候
」「
一
壱
そ
う

同
中
務
内
三
宅
勝
介
取
申
候
」「
一
壱

艘

同
中
務
内
ふ
せ
又
介
取
申
候
」「
一
壱
艘

同
中
務
内
中
村
三
介
取
申
候
」

で
あ
る
。
こ
の
記
載
か
ら
、
安
治
自
身
と
安
治
の
家
臣
四
人
が
計
五
艘
を
鹵
獲
す

る
戦
果
を
あ
げ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
戦
果
も
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、

安
治
宛
に
も
Ⅰ
型
感
状
が
発
給
さ
れ
た
と
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
加
藤
嘉
明
に

関
連
す
る
記
載
は
「
一
壱
艘

加
藤
左
馬
之
介

（
　
嘉
　
明
　
）

自
身
取
申
候
」「
一
壱
艘

加

藤
左
馬
之
介
内
佃
次
郎
兵
衛

川
口
久
五
郎

取
申
候
」「
一
壱
艘

加
藤
左
馬
之
介
内
中
島
勝
右
衛
門

取
申
候
」
で
あ
る
。
こ
の
記
載
か
ら
、
嘉
明
自
身
と
嘉
明
の
家
臣
三
人
が
計
三
艘

を
鹵
獲
す
る
戦
果
を
あ
げ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
小
西
行
長
・

藤
堂
高
虎
・
脇
坂
安
治
・
加
藤
嘉
明
に
つ
い
て
は
関
連
す
る
記
載
が
「
番
船
取
申

帳
」
に
あ
る
。
し
か
し
、
島
津
忠
恒
・
島
津
義
弘
に
つ
い
て
は
関
連
す
る
記
載
が

な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
一
六
〇
余
と
い
う
数
値
の
問
題
と
あ
わ
せ
て
考
え
て

み
た
い
。

Ⅰ
型
感
状
は
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、「
伐
捕
」「
切
捕
」
と
い
っ
た
用
字

の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
対
象
と
な
っ
た
船
数
は
ま
っ
た
く
同
じ
一
六
〇
余

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
Ⅰ
型
感
状
は
「
注
進
状
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
な
ぞ
っ
た
よ
う

な
文
書
」
で
あ
り
、
船
数
も
史
料
Ｂ
の
そ
れ
を
「
な
ぞ
っ
た
」
の
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
で
、
そ
の
史
料
Ｂ
を
み
る
と
、
一
見
、
こ
の
船
数
は
史
料
Ｂ
の
連
署
者
に
よ
る

「
切
取
」
の
合
計
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
続
く
部
分
に
「
不
残

焼
棄
」
す
な
わ
ち
焚
毀
に
関
す
る
言
及
が
あ
る
の
で
、「
切
取
」（「
伐
捕
」「
切
捕
」）

は
あ
く
ま
で
鹵
獲
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、「
番
船
取
申
帳
」
の

傍
線
部
に
よ
れ
ば
、「
切
取
申
」
す
な
わ
ち
鹵
獲
は
三
四
で
あ
り
、「
焼
捨
」
す
な

わ
ち
焚
毀
は
一
三
〇
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
合
計
す
る
と
一
六
四
つ
ま
り

一
六
〇
余
と
な
る
。
よ
っ
て
、
前
述
の
ご
と
く
『
日
本
戦
史
朝
鮮
役
』
の
見
解
は

妥
当
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
鹵
獲
し
た
「
番
船
」
が
一
六
〇
余
だ
っ
た
の
で
は

な
く
、「
鹵
獲
又
ハ
焚
毀
セ
シ
モ
ノ
艦
船
百
六
十
余
隻
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
巨
済
島
海
戦
の
戦
果
と
く
に
鹵
獲
と
焚
毀
の
数
値
を
そ
れ
ぞ
れ
明
示
し
て

い
る
こ
と
に
巨
済
島
海
戦
の
研
究
に
お
け
る
「
番
船
取
申
帳
」
の
意
義
が
認
め
ら

れ
よ
う
。

こ
う
し
た
「
番
船
取
申
帳
」
の
意
義
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
史
料
Ｂ
の
連
署
者

か
つ
史
料
Ⅰ
―
１
・
２
の
受
給
者
で
あ
る
島
津
義
弘
・
島
津
忠
恒
が
「
番
船
取
申

帳
」
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。「
番
船
取
申
帳
」
は
そ
の
名
の
と
お
り
あ
く
ま
で
鹵
獲
し
た
「
番
船
」
の
情
報

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
番
船
」
を
焚
毀
し
た
も
の
の
、
鹵
獲
は
し

な
か
っ
た
諸
将
は
「
番
船
取
申
帳
」
に
は
記
載
さ
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
、
義
弘
ら
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の
島
津
勢
は
戦
功
を
あ
げ
た
も
の
の
、
鹵
獲
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
次
の
よ
う
な
疑
問
が
生
じ
よ
う
。「
番
船
取
申
帳
」
に
は
Ⅰ
型
感
状
を
発

給
さ
れ
て
い
な
い
―
あ
る
い
は
発
給
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
―
諸
将
も
多
数
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
戦
功
は
賞
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し

た
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
が
Ⅱ
型
感
状
で
あ
る
。

四

「
番
船
取
申
帳
」
と
Ⅱ
型
感
状
・「
番
船
」
進
上

本
章
で
は
、「
番
船
取
申
帳
」
と
Ⅱ
型
感
状
と
の
対
応
関
係
を
考
察
す
る
。
ま
た
、

こ
の
両
者
と
か
か
わ
る
「
番
船
」
進
上
の
状
況
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

Ⅱ
型
感
状
は
Ⅰ
型
感
状
と
同
日
付
で
あ
り
、
一
六
〇
余
の
「
番
船
」
の
「
伐
捕
」

に
関
す
る
記
述
は
共
通
し
て
い
る
が
、
同
じ
内
容
と
は
い
い
が
た
い
。
ま
た
、
そ

の
受
給
者
で
あ
る
島
津
忠
豊
は
Ⅰ
型
感
状
の
受
給
者
た
ち
と
は
異
な
り
史
料
Ｂ
の

連
署
者
で
は
な
い
。
当
然
、
史
料
Ｂ
と
は
別
に
注
進
が
な
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

実
際
、
そ
の
史
料
Ｂ
に
も
「
従
御
奉
行
衆
可
被
遂
言
上
之
条
」
と
あ
る
よ
う
に
、

「
奉
行
衆
」
が
注
進
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
で
は
、
こ
の
「
奉
行
衆
」
と
は

誰
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

史
料
Ｅ（

31
）

今
度
番
船
へ
働
ニ
付
而
、
加
藤
左
馬
助

（

嘉

明

）

御
法
度
之

御
朱
印
之
旨
を
相
背
、

又
ハ
両
四
人
相
定
書
物
之
旨
を
も
相
ち
か
へ
、
却
而
両
三
人
又
ハ
奉
行
衆
ま

て
も
悪
口
被
申
儀
、
無
是
非
候
、
御
為
を
存
候
故
各
も
奉
行
衆
中
も
堪
忍
仕

候
、
以
来
於

御
前
御
尋
之
時
者
、
有
様
に
可
申
上
候
、
為
其
如
此
候
、
以

上
、

七
月
十
九
日

早
川
主
馬
首長

政
（
花
押
）

太
田
飛
騨
守一

吉
（
花
押
）

垣
見
和
泉
守一

直
（
花
押
）

竹
中
源
介

隆
重
（
花
押
）

熊
谷
内
蔵
允

小
西
摂
津
守
殿

直
盛
（
花
押
）

毛
利
民
部
太
輔

藤
堂
佐
渡
守
殿

友
重
（
花
押
）

福
原
右
馬
助

脇
坂
中
務
少
輔
殿

長
堯
（
花
押
）

こ
の
連
署
状
の
発
給
者
は
慶
長
二
年
五
月
二
四
日
以
降
の
軍
目
付
ら
で
あ
り
、

発
給
日
は
七
月
一
九
日
な
の
で
、
史
料
中
の
「
今
度
番
船
へ
働
」
と
は
巨
済
島
海

戦
に
お
け
る
日
本
側
の
軍
事
行
動
で
あ
る
。
こ
の
連
署
状
か
ら
は
以
下
の
よ
う
な

事
実
が
知
ら
れ
る
。
加
藤
嘉
明
が
軍
事
行
動
に
際
し
て
、「
御
法
度
之

御
朱
印
之

旨
」
に
背
き
、
ま
た
諸
将
と
の
約
束
に
違
反
し
た
だ
け
で
な
く
、
諸
将
や
「
奉
行

衆
」
に
悪
口
を
は
い
た
。
そ
こ
で
、
諸
将
そ
し
て
「
奉
行
衆
」
も
嘉
明
の
こ
と
を

思
う
が
ゆ
え
に
今
回
の
件
に
つ
い
て
は
堪
忍
す
る
一
方
で
、「
奉
行
衆
」
は
こ
れ
以

巨
済
島
海
戦
に
関
す
る
一
注
進
状

一
〇



降
は
秀
吉
の
御
前
で
お
尋
ね
が
あ
れ
ば
、
あ
り
の
ま
ま
報
告
す
る
と
決
定
し
た
。

こ
こ
で
い
う
「
奉
行
衆
」
と
は
、
発
給
者
の
軍
目
付
ら
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
軍
目

付
ら
は
自
分
た
ち
の
こ
と
を
「
奉
行
衆
」
と
称
し
て
お
り
、
小
西
行
長
・
藤
堂
高

虎
・
脇
坂
安
治
宛
の
右
の
連
署
状
で
も
そ
の
呼
称
を
使
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
行
長
ら
三
人
も
連
署
者
と
な
っ
て
い
る
史
料
Ｂ
の
「
奉
行
衆
」
と
は
軍

目
付
ら
の
こ
と
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
。

史
料
Ⅱ
―
１
の
よ
う
な
感
状
が
発
給
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
こ
で
賞
さ
れ

て
い
る
「
其
方
自
身
砕
手
、
切
乗
三
番
目
船
」「
不
焼
其
船
、
日
本
え
差
渡
儀
」
と

い
っ
た
忠
豊
の
戦
功
に
関
す
る
注
進
状
が
送
付
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

該
当
す
る
よ
う
な
注
進
状
は
見
い
だ
せ
な
い
。
た
だ
し
、
忠
豊
の
戦
功
と
く
に
「
番

船
」
の
鹵
獲
を
注
進
す
る
内
容
の
史
料
は
見
い
だ
し
え
た
。
そ
れ
が
「
番
船
取
申

帳
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
「
一
壱
艘

島
津
又
七
郎

（

忠

豊

）

自
身
取
申
候
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
「
番
船
」
こ
そ
忠
豊
が
「
不
焼
其
船
、
日
本
え
差
渡
」
し
た
「
番

船
」
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
次
の
二
つ
の
史
料
か
ら
も
、「
番
船
取
申
帳
」
記
載
の
鹵

獲
「
番
船
」
の
な
か
に
は
進
上
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
事
実
が
判
明
す
る
。

史
料
Ｆ（

32
）

自
福
原
右
馬
介

（

長

堯

）

殿
有
使
者
、
自
朝
鮮
之
一
札
持
来
、
於
朝
鮮
唐
島
所
被
取
之

番
船
并
船
中
之
諸
道
具
被
贈
進
也
、
夜
来
自
殿
中
有
佳
招
、
即
赴
之
、
則
福

原
進
上
之
舟
、
舟
中
有
書
物
、
可
読
之
由
御
意
也
、
於
御
前
講
説
之
、
夜
半

帰
来
、

史
料
Ｇ（

33
）

八
月
五
日
之
御
状
十
月
四
日
拝
見
候
、
如
貴
意
御
渡
海
之
刻
、
不
及
御
暇

乞
遺
恨
存
候
、

一
番
船
御
分
取
之
儀
、
御
高
名
之
段
此
已
前
於
御
前
承
、
於
拙
者
式
致
満
足

候
、
一
段
ニ
上
様
も
御
感
ニ
付
、
其
船
并
船
中
之
諸
道
具
御
運
上
、
無
異

儀
到
大
坂
着
岸
珍
重
候
、

一
昨
夕
即

御
前
へ
被
召
、
水
軍
船
数
・
弓
矢
之
書
物
・
朝
鮮
内
程
へ
書
札

之
案
、
不
残
致
講
話
候
処
、
使
等
之
旗
図
逐
一
於
御
前
申
上
候
、
遠
路
諸

道
具
大
船

御
上
之
段
、
別
而
被
成
御
感
候
、
御
手
柄
之
趣
具
ニ
申
上
候
、

自
然
於
爰
元
御
用
之
儀
、
可
被
仰
聞
候
、

（
中
略
）

十
月
五
日

承
兌

（
西
笑
）

福
原
右
馬
介

（

長

堯

）

殿

史
料
Ｆ
は
『
鹿
苑
日
録
』
慶
長
二
年
一
〇
月
四
日
条
の
記
事
で
あ
り
、
史
料
Ｇ

は
『
鹿
苑
日
録
』
の
記
主
承
兌
の
書
状
案
で
あ
る
。
こ
れ
ら
よ
り
、
次
の
よ
う
な

鹵
獲
「
番
船
」
の
進
上
の
状
況
が
知
ら
れ
る
。

慶
長
二
年
一
〇
月
四
日
、
朝
鮮
の
福
原
長
堯
か
ら
の
使
者
が
八
月
五
日
付
長
堯

書
状
を
携
え
て
伏
見
に
到
着
し
た
。

（
34
）

そ
の
長
堯
書
状
で
は
、
巨
済
島
海
戦
で
の
「
御

手
柄
」
や
鹵
獲
「
番
船
」
と
そ
の
搭
載
品
の
秀
吉
へ
の
進
上
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

て
い
た
。
同
日
、
こ
う
し
た
書
状
の
内
容
を
承
兌
は
京
都
の
秀
吉
に
伝
え
、
ま
た

大
坂
に
着
岸
し
て
い
た
「
番
船
」
の
搭
載
品
が
秀
吉
に
進
上
さ
れ
た
。
同
日
夜
に

承
兌
は
秀
吉
に
よ
っ
て
召
し
だ
さ
れ
、
搭
載
品
に
つ
い
て
秀
吉
に
解
説
す
る
。
ま

た
、
承
兌
は
長
堯
の
「
御
手
柄
」
に
つ
い
て
詳
し
く
秀
吉
に
上
申
す
る
。
翌
一
〇

月
五
日
、
承
兌
は
以
上
の
よ
う
な
経
過
に
加
え
て
、「
遠
路
諸
道
具
大
船

御
上
之

高
知
大
学
人
文
学
部
人
間
文
化
学
科
・
人
文
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学
研
究
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段
、
別
而
被
成
御
感
候
」
と
い
う
秀
吉
の
喜
び
よ
う
を
長
堯
に
伝
え
る
べ
く
書
状

を
認
め
た
。

こ
の
よ
う
に
長
堯
は
巨
済
島
海
戦
で
鹵
獲
し
た
「
番
船
」
と
そ
の
搭
載
品
を
秀

吉
に
進
上
し
て
い
た
。
こ
れ
と
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、「
番
船
取
申
帳
」
の

「
一
壱
艘

福
原
右
馬
之
介

（
　
長
　
堯
　
）

自
身
取
申
候
」
な
る
記
載
で
あ
る
。
長
堯
は
自
身

で
「
番
船
」
一
艘
を
鹵
獲
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
一
艘
こ
そ
秀
吉
に
進
上
さ

れ
た
「
番
船
」
に
ほ
か
な
る
ま
い
。

こ
こ
で
、
鹵
獲
「
番
船
」
の
進
上
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
お
こ
う
。「
遠
路
諸

道
具
大
船

御
上
之
段
、
別
而
被
成
御
感
候
」
と
承
兌
が
伝
え
た
秀
吉
の
喜
び
よ

う
か
ら
す
る
と
、
進
上
に
は
秀
吉
の
歓
心
を
買
う
と
い
っ
た
目
的
も
あ
っ
た
と
い

え
る
。
し
か
し
、
続
く
部
分
で
承
兌
が
「
御
手
柄
」
の
上
申
を
伝
え
て
い
る
点
に

着
目
す
る
な
ら
ば
、
鹵
獲
「
番
船
」
に
は
戦
功
の
証
と
し
て
の
価
値
が
存
在
し
た

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
当
然
と
も
い
え
る
が
、
焚
毀
し
た
「
番
船
」
に
関
し

て
は
物
証
は
残
ら
な
い
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
戦
功
の
実
否
を
後
日
判
断
す
る
の
は

困
難
で
あ
る
。
鹵
獲
「
番
船
」
の
進
上
に
戦
功
を
証
明
す
る
と
い
う
意
義
を
看
取

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
史
料
Ⅱ
―
１
・
史
料
Ｆ
・
史
料
Ｇ
か
ら
は
忠
豊
や
長
堯
が
巨
済
島
海
戦

で
鹵
獲
し
た
「
番
船
」
を
進
上
し
て
い
た
事
実
が
知
ら
れ
、
そ
れ
に
該
当
す
る
と

考
え
て
よ
い
鹵
獲
「
番
船
」
が
「
番
船
取
申
帳
」
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し

た
「
番
船
取
申
帳
」
と
諸
史
料
と
の
対
応
関
係
か
ら
す
る
と
、「
番
船
取
申
帳
」
に

記
載
さ
れ
た
鹵
獲
「
番
船
」
に
関
す
る
情
報
の
信
頼
性
は
高
い
と
判
断
さ
れ
る
。

で
は
、
そ
の
正
文
は
注
進
状
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
忠
豊

の
進
上
に
関
す
る
史
料
Ⅱ
―
１
記
載
の
鹵
獲
「
番
船
」
と
「
番
船
取
申
帳
」
記
載

の
そ
れ
は
同
じ
と
み
な
さ
れ
る
も
の
の
、
前
者
の
「
切
乗
三
番
目
船
」
と
い
っ
た

具
体
的
な
記
述
に
対
応
す
る
よ
う
な
記
述
は
後
者
に
は
な
い
の
で
、
後
者
が
前
者

発
給
の
も
と
に
な
っ
た
注
進
状
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
た
だ
、
史
料
Ｇ
の

傍
線
部
に
は
「
番
船
御
分
取
之
儀
、
御
高
名
之
段
此
已
前
於
御
前
承
」
と
あ
り
、

今
回
の
「
番
船
」
進
上
の
前
に
す
で
に
長
堯
が
「
番
船
」
を
鹵
獲
す
る
戦
功
を
あ

げ
て
い
た
こ
と
が
秀
吉
に
注
進
さ
れ
て
い
た
事
実
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
注
進
に
使

用
さ
れ
た
の
は
「
一
壱
艘

福
原
右
馬
之
介
自
身
取
申
候
」
な
る
記
載
を
有
す

る
「
番
船
取
申
帳
」
の
正
文
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

遺
憾
な
が
ら
、「
番
船
取
申
帳
」
の
正
文
が
注
進
状
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
た

事
実
を
直
接
示
す
史
料
的
所
見
は
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
史
料
Ｂ
か
ら
「
奉

行
衆
」
す
な
わ
ち
軍
目
付
の
注
進
が
な
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
こ
と
、
注
進
を
秀
吉

に
披
露
す
る
任
に
あ
た
っ
て
い
た
の
は
増
田
長
盛
・
石
田
三
成
・
長
束
正
家
・
前

田
玄
以
ら
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
「
番
船
取
申
帳
」
の
「
一
壱
艘

島
津
又

七
郎
自
身
取
申
候
」「
一
壱
艘

福
原
右
馬
之
介
自
身
取
申
候
」
な
る
記
載
は
島

津
忠
豊
・
福
原
長
堯
が
巨
済
島
海
戦
で
「
番
船
」
を
鹵
獲
し
て
進
上
し
た
事
実
と

見
事
に
符
合
し
て
い
る
こ
と
、
以
上
か
ら
す
る
と
「
番
船
取
申
帳
」
の
鹵
獲
「
番

船
」
に
関
す
る
情
報
の
信
頼
性
は
高
い
と
判
断
さ
れ
る
。「
番
船
取
申
帳
」
は
信
頼

し
う
る
鹵
獲
「
番
船
」
に
関
す
る
情
報
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
巨

済
島
海
戦
の
研
究
に
お
け
る
「
番
船
取
申
帳
」
の
意
義
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

巨
済
島
海
戦
に
関
す
る
一
注
進
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、「
番
船
取
申
帳
」
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
Ⅰ
型
感
状
・
Ⅱ
型
感
状

な
ど
の
諸
史
料
と
の
対
応
関
係
を
考
察
し
て
分
析
し
、
巨
済
島
海
戦
や
軍
目
付
の

研
究
に
お
け
る
「
番
船
取
申
帳
」
の
意
義
を
論
じ
て
き
た
。
最
後
に
、
福
原
長
堯

と
同
様
に
Ⅰ
型
感
状
・
Ⅱ
型
感
状
・
史
料
Ｂ
な
ど
か
ら
は
巨
済
島
海
戦
へ
の
参
加

が
確
認
し
え
な
い
諸
将
に
関
す
る
記
載
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
諸
将
の
う
ち
の
伊
東
祐
兵
に
着
目
し
て
み
た
い
。
祐
兵

に
つ
い
て
は
、「
一
壱
艘

伊
藤
民
部
大
輔

（
　
祐
　
兵
　
）

内
伊
藤
平
六
取
申
候
」「
一
壱
そ
う

伊
藤
民
部
大
輔
内

秋
月
三
郎

自
身
取
申
候
」
と
二
人
の
家
臣
が
計
二
艘
を
鹵
獲
し
た
か
の
よ
う
な

記
載
が
あ
る
。
し
か
し
、
後
者
の
秋
月
種
長
は
祐
兵
と
と
も
に
「
日
向
衆
」
と
し

て
毛
利
吉
成
の
指
揮
下
に
入
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

（
35
）

「
伊
藤
民
部
大
輔
内
」
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
、
直
後
の
「
一
壱
艘

秋
月
三
郎

（
種
長
）

」
な
る
記
載

と
の
関
係
で
生
じ
た
誤
写
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
祐
兵
が
巨
済
島
海
戦
に
参
加
し
、

戦
功
を
あ
げ
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。

史
料
Ｈ（

36
）

八
月
十
六
日
之
注
進
状
、
被
加
披
見
候
、
赤
国
之
内
南
原
之
城
大
明
人
楯
籠

ニ
付
而
、
去
十
三
日
ニ
取
巻
、
致
仕
寄
を
、
同
十
五
日
之
夜
責
崩
、
其
方
手

前
首
数
十
七
討
捕
之
旨
候
、
即
鼻
到
来
、
粉
骨
之
至
候
、
最
前
番
舟
伐
捕
、

度
々
手
柄
無
比
類
候
、
弥
先
々
動
之
儀
申
談
、
丈
夫
ニ
可
申
付
事
肝
要
候
、

猶
増
田
右
衛
門
尉

（
　
長
　
盛
　
）

・
長
束
大
蔵
大
輔

（
　
正
　
家
　
）

・
徳
善
院

（
前
田
玄
以
）

・
石
田
治
部
少
輔

（
　
三
　
成
　
）

可
申
候
也
、

秀
吉

九
月
十
三
日

御
朱
印

伊
藤
民
部
大
輔

（
　
祐
　
兵
　
）

と
の
へ

こ
れ
は
南
原
の
戦
い
に
お
け
る
祐
兵
の
戦
功
を
賞
し
た
秀
吉
感
状
の
写
で
あ
る
。

南
原
の
戦
い
が
お
こ
っ
た
の
は
慶
長
二
年
八
月
中
旬
な
の
で
、
時
期
的
に
み
て
「
最

前
番
舟
伐
捕
」
は
巨
済
島
海
戦
に
お
け
る
戦
功
と
考
え
る
ほ
か
な
い
。
実
際
、
本

稿
で
検
討
し
て
き
た
諸
将
で
い
え
ば
、
島
津
義
弘
・
同
忠
恒
、
藤
堂
高
虎
、
加
藤

嘉
明
、
島
津
忠
豊
に
も
ほ
ぼ
同
文
の
感
状
が
発
給
さ
れ
て
い
る
。

（
37
）

祐
兵
が
巨
済
島

海
戦
に
参
加
し
て
戦
功
を
あ
げ
て
い
た
こ
と
は
確
実
な
の
で
あ
り
、「
番
船
取
申
帳
」

か
ら
は
家
臣
に
よ
る
「
番
船
」
の
鹵
獲
と
い
う
具
体
的
な
戦
果
が
知
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
翻
っ
て
考
え
る
と
、
Ⅰ
型
感
状
・
Ⅱ
型
感
状
や
史
料
Ｂ
の
よ
う
な
史
料
的

所
見
が
な
く
て
も
、「
番
船
取
申
帳
」
に
記
載
が
あ
れ
ば
、
そ
の
諸
将
は
巨
済
島
海

戦
に
参
戦
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
二
点
も
ま
た
、
巨

済
島
海
戦
の
研
究
に
お
け
る
「
番
船
取
申
帳
」
の
意
義
と
し
て
認
め
ら
れ
よ
う
。

本
稿
は
、
巨
済
島
海
戦
に
関
す
る
一
注
進
状
写
の
紹
介
と
そ
れ
に
か
か
わ
る
事

実
の
指
摘
に
終
始
し
た
と
も
い
え
る
。
弁
明
め
く
が
、
こ
う
し
た
考
察
の
先
に
控

え
て
い
る
課
題
に
言
及
し
て
擱
筆
し
た
い
。
旧
稿
に
お
い
て
、「
唐
島
の
戦
い
（
巨

済
島
海
戦
―
津
野
註
）
に
関
す
る
注
進
お
よ
び
秀
吉
に
よ
る
論
功
行
賞
に
つ
い
て

は
別
稿
執
筆
を
期
し
て
お
り
、
嘉
明
の
悪
口
を
め
ぐ
る
軍
目
付
や
参
戦
諸
大
名
の

対
応
も
論
じ
る
予
定
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

（
38
）

巨
済
島
海
戦
に
関
す
る
注
進
の
一
端

を
明
ら
か
に
し
た
本
稿
は
「
別
稿
執
筆
」
の
前
提
を
な
す
基
礎
的
な
考
察
に
あ
た

る
。

高
知
大
学
人
文
学
部
人
間
文
化
学
科
・
人
文
科
学
研
究

第
19
号

一
三



註（
1
）
北
島
万
次
『
朝
鮮
日
々
記
・
高
麗
日
記
』（
そ
し
え
て
、
一
九
八
二
年
）、

同
『
豊
臣
政
権
の
対
外
認
識
と
朝
鮮
侵
略
』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
〇
年
）、

同
『
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
参
照
。

軍
目
付
に
関
し
て
は
後
述
の
「
奉
行
衆
」
に
加
え
て
「
目
付
」「
横
目
」「
奉

行
」
な
ど
様
々
な
呼
称
が
史
料
上
確
認
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
北
島
氏
の
研

究
に
な
ら
い
軍
目
付
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

（
2
）『
大
日
本
古
文
書
島
津
家
文
書
』
四
〇
二
号
。

（
3
）
中
野
等
『
秀
吉
の
軍
令
と
大
陸
侵
攻
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
三

〇
三
頁
。

（
4
）
鼻
請
取
状
に
関
す
る
研
究
史
や
鼻
請
取
状
の
残
存
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「
黒
田
長
政
宛
鼻
請
取
状
に
つ
い
て
」（
高
知
大
学
人
文
学
部
人
間
文
化
学

科
『
人
文
科
学
研
究
』
第
一
七
号
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。

（
5
）
佐
島
顕
子
「
文
禄
・
慶
長
役
期
の
秀
吉
朱
印
状
の
送
達
に
つ
い
て
」（『
福

岡
女
学
院
大
学
紀
要
』
第
一
号
、
一
九
九
一
年
）、
同
「
秀
吉
と
情
報
」（
山

本
博
文
・
堀
新
・
曽
根
勇
二
編
『
消
さ
れ
た
秀
吉
の
真
実
』
柏
書
房
、
二
〇

一
一
年
）
に
よ
り
朝
鮮
か
ら
の
注
進
の
状
況
は
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
慶
長

の
役
に
お
け
る
軍
目
付
に
関
し
て
は
、
前
者
で
慶
長
三
（
一
五
九
八
）
年
二

月
に
釜
山
の
軍
目
付
熊
谷
直
盛
が
諸
将
か
ら
の
「
注
進
の
使
者
」
を
日
本
に

派
遣
す
る
日
の
調
整
に
あ
た
っ
て
い
た
事
実
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）
李
敏
雄
「
丁
酉
再
乱
期
に
お
け
る
漆
川
梁
海
戦
の
背
景
と
主
要
経
過
」（
黒

田
慶
一
編
『
韓
国
の
倭
城
と
壬
辰
倭
乱
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
三
九

五
頁
。

（
7
）
後
述
の
研
究
も
含
め
て
こ
の
海
戦
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
言
及
し
て

い
る
が
、
こ
こ
で
は
前
掲
李
敏
雄
論
文
の
ほ
か
以
下
の
諸
研
究
を
参
考
に
し

た
。
参
謀
本
部
編
『
日
本
戦
史
朝
鮮
役
』（
村
田
書
店
、
一
九
七
八
年
、
初
版

は
一
九
二
四
年
）
三
四
七
～
三
五
〇
頁
。
有
馬
成
甫
『
朝
鮮
役
水
軍
史
』（
海

と
空
社
、
一
九
四
二
年
）
二
二
六
～
二
三
八
頁
。
中
村
栄
孝
『
日
鮮
関
係
史

の
研
究
中
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）
二
一
三
頁
。

（
8
）『
国
史
大
辞
典
第
三
巻
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
）
の
「
唐
島
の
戦
」

の
項
。
な
お
、『
国
史
大
辞
典
第
十
二
巻
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）

の
「
文
禄
・
慶
長
の
役
」
の
項
に
は
「
巨
済
島
の
戦
」「
巨
済
島
の
海
戦
」
の

表
記
も
あ
る
。

（
9
）『
日
本
戦
史
朝
鮮
役
』。
前
掲
北
島
『
豊
臣
政
権
の
対
外
認
識
と
朝
鮮
侵
略
』

二
六
〇
頁
・
二
七
七
頁
（
二
六
〇
頁
に
は
「
巨
済
島
海
戦
」
の
表
記
も
あ
る
）。

（
10
）
前
掲
中
野
『
秀
吉
の
軍
令
と
大
陸
侵
攻
』
三
〇
九
頁
。

（
11
）
前
掲
有
馬
『
朝
鮮
役
水
軍
史
』。

（
12
）
李
烱
錫
『
壬
辰
戦
乱
史
中
巻
』（
東
洋
図
書
出
版
、
一
九
七
七
年
）。
前
掲

李
敏
雄
論
文
。

（
13
）
北
島
万
次
『
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
と
民
衆
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
）。

（
14
）
三
鬼
清
一
郎
「
朝
鮮
出
兵
に
お
け
る
水
軍
編
成
に
つ
い
て
」（『
豊
臣
政
権

の
法
と
朝
鮮
出
兵
』
青
史
出
版
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
一
九
六
八
年
）
二
五

〇
～
二
五
一
頁
。

巨
済
島
海
戦
に
関
す
る
一
注
進
状

一
四



（
15
）
拙
稿
「
軍
目
付
垣
見
一
直
と
長
宗
我
部
元
親
」（『
長
宗
我
部
氏
の
研
究
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。
な
お
、
本
稿
に

お
い
て
使
用
し
て
い
る
軍
目
付
の
実
名
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
慶
長
の
役
に
お

け
る
軍
目
付
の
実
名
に
つ
い
て
」（『
ぐ
ん
し
ょ
』
再
刊
第
五
四
号
、
二
〇
〇

一
年
）
参
照
。

（
16
）『
日
本
戦
史
朝
鮮
役
』
三
五
〇
頁
。

（
17
）
本
文
で
引
用
し
た
『
日
本
戦
史
朝
鮮
役
』
掲
載
の
朱
印
状
写
と
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
架
蔵
写
本
「
征
韓
録
」（
請
求
記
号4140.5-42

）
収
録
の
そ
れ

と
の
間
に
は
異
同
が
み
ら
れ
る
。
参
考
の
た
め
に
、
異
同
の
部
分
に
傍
線
を

付
し
て
掲
げ
て
お
く
。

七
月
十
六
日
注
進
状
、
今
月
九
日
到
来
、
加
披
見
候
、
今
度
番
船
唐
島

ヘ
有
之
而
、
釜
山
浦
表
ヘ
切
々
取
出
、
日
本
通
路
相
支
候
処
、
去
十
五

日
夜
相
動
、
番
船
百
六
十
余
艘
伐
捕
、
唐
人
数
千
人
伐
捨
、
其
外
海
へ

追
は
め
并
津
々
浦
々
十
五
六
里
之
間
之
船
共
悉
焼
捨
之
由
、
手
柄
之
段

無
比
類
候
、
以
来

番
船
根
切
仕
候
事
、
御
感
不
斜
候
、
何
も
帰
朝
之

刻
、
可
被
加
御
褒
美
候
、
猶
徳
善
院
・
増
田
右
衛
門
・
石
田
治
部
少
輔
・

長
束
大
蔵
太
輔
可
申
候
也
、

慶
長
弐
年

八
月
九
日

御
朱
印

羽
柴

摩
侍
従
と
の
へ

島
津
又
八
郎
と
の
へ

（
18
）
本
文
で
引
用
し
た
『
日
本
戦
史
朝
鮮
役
』
掲
載
の
朱
印
状
写
と
前
掲
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
本
「
征
韓
録
」
収
録
の
そ
れ
と
の
間
に
は
若
干
の

異
同
が
み
ら
れ
る
。
参
考
の
た
め
に
、
異
同
の
部
分
に
傍
線
を
付
し
て
掲
げ

て
お
く
。

今
度
於
唐
島
表
、
番
船
百
六
十
余
艘
伐
捕
刻
、
其
方
自
身
砕
手
、
切
乗

三
番
目
船
、
唐
人
不
残
切
棄
由
、
手
柄
之
段
無
比
類
候
、
殊
更
不
焼
其

船
、
日
本
へ
指
渡
儀
、
御
感
不
斜
候
、
何
も
帰
朝
之
刻
、
可
被
加
御
褒

美
候
、
猶
増
田
右
衛
門
尉
・
石
田
治
部
少
輔
・
長
束
大
蔵
太
輔
・
徳
善

院
可
申
候
也
、

八
月
九
日
　
御
朱
印

島
津
又
七
郎

（

忠

豊

）

と
の
へ

（
19
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
本
「
征
韓
録
」。

（
20
）『
大
日
本
古
文
書
島
津
家
文
書
』
四
三
六
号
。

（
21
）『
大
日
本
古
文
書
島
津
家
文
書
』
四
三
七
号
。

（
22
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
「
藤
堂
文
書
」。

（
23
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
「
近
江
水
口
加
藤
文
書
」。

（
24
）
北
川
鐵
三
校
注
『
島
津
史
料
集
』（
人
物
往
来
社
、
一
九
六
六
年
）
に
は
『
征

韓
録
』
の
読
み
下
し
文
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
問
題
の
八
月
九
日
付
島
津
義

弘
・
島
津
忠
恒
宛
秀
吉
朱
印
状
写
に
つ
い
て
「
便
宜
上
両
者
（
本
稿
の
史
料

Ⅰ
―
１
・
２
に
該
当
す
る
文
書
―
津
野
註
）
の
充
所
を
一
緒
に
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
」
と
の
説
明
が
あ
る
（
同
書
二
四
二
頁
）。
こ
の
見

方
は
『
征
韓
録
』
の
編
者
に
い
さ
さ
か
好
意
的
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

高
知
大
学
人
文
学
部
人
間
文
化
学
科
・
人
文
科
学
研
究

第
19
号

一
五



（
25
）『
鹿
児
島
県
史
料
旧
記
雑
録
後
編
三
』（
鹿
児
島
県
、
一
九
八
三
年
）
二
八

一
号
。

（
26
）
註
（
18
）
参
照
。

（
27
）『
大
日
本
古
文
書
島
津
家
文
書
』
九
六
七
号
。

（
28
）
前
掲
中
野
『
秀
吉
の
軍
令
と
大
陸
侵
攻
』
三
〇
八
～
三
一
〇
頁
。

（
29
）『
鹿
苑
日
録
第
二
巻
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
三
四
年
）
慶
長
二
年

八
月
九
日
条
。

（
30
）『
鹿
児
島
県
史
料
旧
記
雑
録
後
編
三
』
二
八
〇
号
。

（
31
）「
藤
堂
文
書
」。

（
32
）『
鹿
苑
日
録
第
二
巻
』
慶
長
二
年
一
〇
月
四
日
条
。

（
33
）
伊
藤
真
昭
・
上
田
純
一
・
原
田
正
俊
・
秋
宗
康
子
編
『
相
国
寺
蔵
西
笑
和

尚
文
案
自
慶
長
二
年
至
慶
長
十
二
年
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
一
五

号
。

（
34
）
こ
の
頃
の
承
兌
や
秀
吉
の
居
所
に
つ
い
て
は
、
杣
田
善
雄
「
西
笑
承
兌
の

居
所
と
行
動
」（
藤
井
讓
治
『
織
豊
期
主
要
人
物
居
所
集
成
』
思
文
閣
出
版
、

二
〇
一
一
年
）、
藤
井
讓
治
「
豊
臣
秀
吉
の
居
所
と
行
動
（
天
正
10
年
６
月
以

降
）」（
同
前
）
参
照
。

（
35
）
拙
稿
「
文
禄
・
慶
長
の
役
に
お
け
る
毛
利
吉
成
の
動
向
」（
高
知
大
学
人
文

学
部
人
間
文
化
学
科
『
人
文
科
学
研
究
』
第
九
号
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
36
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
謄
写
本
「
伊
東
系
譜
」。

（
37
）
順
に
『
大
日
本
古
文
書
島
津
家
文
書
』
四
三
八
号
、「
藤
堂
文
書
」、「
近
江

水
口
加
藤
文
書
」、『
鹿
児
島
県
史
料
旧
記
雑
録
後
編
三
』
三
〇
三
号
。

（
38
）
前
掲
拙
稿
「
軍
目
付
垣
見
一
直
と
長
宗
我
部
元
親
」。

［
付
記
］

　
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
史
料
検
索
に
三
鬼
清
一
郎
『
豊
臣
秀
吉
文
書
目
録
』（
私

家
版
、
一
九
八
九
年
）、
同
『
豊
臣
秀
吉
文
書
目
録
（
補
遺
１
）』（
私
家
版
、
一
九

九
六
年
）、
藤
井
讓
治
『
秀
吉
文
書
集
成
』（
私
家
版
、
二
〇
一
二
年
三
月
版
）、
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
の
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
を
利
用
し
た
。

　
本
稿
は
、
平
成
二
二
～
二
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））「
朝

鮮
出
兵
に
お
け
る
軍
目
付
の
機
能
お
よ
び
実
態
の
研
究
」（
課
題
番
号
二
二
五
二
〇

六
七
八
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

巨
済
島
海
戦
に
関
す
る
一
注
進
状

一
六


